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しまう量であった｡ (切断の第 2近似論で, closure approximation:Yvon,Meeron,
Abe--, と呼ばれる手法は,前者の立場での手法である｡)
しかし,凝縮系の構造のhierarchyとしては, 3体相関はもともと独立な知見であり,
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(i1 g(3)(r,r,r):o<,≦ (L/3), L- 32.98Å




KirkwoodのSA と比較 してみて,第 1近似としての SAはかな りよい｡
sA:g(3)(r,S,I) =g(r)g(S)g(t)
こまかい点は次のようにまとめられる｡
(a) (3)(,,S,t)に対するSAは, r,S,tのいずれも, g(r)の第 1極大の位置
の rより小さい (g(r)の最近の立上 り領域 )値か, g(r)の第 1極′トの位置に対応する
値か,の場合を除けば,数値的にかなり正しい (誤差 ≦±1070)
(b) g(3)(r,r,r)払 g(r)の第 1極大 と同じ位置に第 1極大を持つが, rの小さい方
の立ち上 りは SAよりずっと急であり,また(3)(r,r,r)の第 1極小払 SAよりずっと深




(a) ただし,二等辺三角形 (r,S,S)にて rが g(r)の第 1極小近傍,すなわち底辺
の pairが存在しにくいあたりでは,頂点の第 3の粒子は,むしろ底辺のpairに対 して














また, H(3)に対 して, ¶heuristicな表式 "がこの他にいくつか提案されている (Fee-
nberg,他 )0
しかし,シミュレーションのg(r)の数値を用いて, 3重積分を求め,上記(a)-(d)と
比較してみると,上記 C王osure Approximationは,定性的にもあてはまらない と思
えるo この位のhigh -density(p-0.024A-,3 pa3-0.8;aは有効斥力直径 ) の液
体系については,たとえ発見的方法をとろうとも,(a)-(a)の詳細を定性的に表わし得
る理論近似式は,目下のところほとんど見あたらない｡
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